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研究成果の概要（和文）：国家間の協力を必要とする、教育課題に応答可能な共生概念を検討することが本研究
の
目的であった。具体的には、わが国への米軍の駐留により誕生した在日アメラジアンの子ども達の教育問題につ
いて考察することである。在日アメラジアンの教育問題に取り組むためには日米両国の協力が重要であることを
証明し、在日アメラジアンの子ども達の教育的ニーズに応えるための教育レベルでの日米協力のあり方について
究明することであった。

研究成果の概要（英文）：This research project is an attempt to reexamine the concept of 
international peace cooperation from an educational perspective by separating the idea into two 
purposes: one for peacetime, and one for times of emergency. International peace diplomacy in times 
of emergency calls for military cooperation between countries, whereas in peacetime it calls for 
educational cooperation between countries. In contemporary society, international peace cooperation 
is devoted to activities that are more suited to times of emergency, with various countries sharing 
military facilities, rather than schools, under the name of alliance. In order to demonstrate the 
necessity of developing the idea of an international peace diplomacy for peacetime, this project 
applies the specific example of Amerasians in Okinawa, born to local Asian mothers and American 
fathers, the latter being either current or former U.S. military personnel in Asia. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

研究開始当初の基本的問題関心とその背景

は以下のようなものであった。学問的視点（政

治学や法学や教育学など）の違いによって、

一つの社会問題に対する理解や解決の方途に

は差異が認められるとの主張に基づき、

(Feinberg,1998; Kymlicka,1995）、在日アメ

ラジアンの抱える教育問題は国境を超越する

ものであるとの前提から、その解決の方策を

政治的なアプローチと教育的なアプローチに

それぞれ分類することで、教育学的な視点を

確立し、さらに理論的に発展させることであ

った。そして、特に教育学的視点に基づく教

育的アプローチという枠組みにおいての国家

間の協力のあり方を共生概念を主眼に再検討

することであった。 

 

２．研究の目的 

国家間の協力を必要とする教育課題に応答

可能な共生概念を検討することが本研究の目

的であった。具体的には、わが国への米軍の

駐留により誕生した在日アメラジアンの子ど

も達の教育問題という、共生概念なしには解

決が不可能な問題であり、且つ、政治問題と

しては解決の糸口を見つけるには非常に難解

でありながら同時に教育問題として、教育学

的な議論を必要としている事例について考察

することであった。 

 

３．研究の方法 

在日アメラジアンの子ども達の教育的ニー

ズに応えるための教育レベルでの日米協力の

あり方についてSituated Philosophy という

手法を用いて究明した。具体的には、沖縄の

様々な教育施設を訪問し、現在のアメラジア

ンが置かれている現状について資料を収集し

たり、日米双方の歴史的な公文書や行政とし

てのアメラジアンに関わる取り組みについて

の資料を収集したり、地元の新聞史料やアメ

リカで保存されていた琉球政府時代の資料や

映像などを解析したうえで、教育学的な論理

的な枠組みを構築することであった。 

 

４．研究成果 

 当該研究の課題は、国境を超越して協力

を必要とする教育課題に応答可能な共生の

概念を検討することであった。わが国への米

軍の駐留によって誕生した在日アメラジア

ンの子ども達の教育問題に応答するための

日米の平和協力のあり方について Situated 

Philosophy の研究手法を採用し検討した。結

果、平和協力は「有事に備える日米間の国際

平和協力のあり方」と「平時における日米間

の国際平和協力のあり方」に分類可能である

ことが証明できた。さらに、「平時における

日米間の国際協力のあり方」は、歴史的に民

間外交によって支えられてきたことが新た

に発見され、今後の研究への道筋も示すこと

ができた。 
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